
 

｢ICT を活用した歩行者の移動支援に関する勉強会｣(第 6 回)について 

(国土交通省 政策統括官付) 

 

国土交通省では、ICT を活用した歩行者の移動

支援施策を一層推進し、今後の方向性について検

討を行うため、昨年 9月より国土交通大臣政務官

の主宰の下、「ICT を活用した歩行者の移動支援に

関する勉強会」(座長：坂村健 東京大学大学院情

報学環教授)を設置し、議論を行っています。 

この度、第 6回勉強会が開催されましたのでご

紹介させていただきます。 

 

【第 6回勉強会(12 月 7 日開催)について】 

第6回勉強会では、ICTを活用した歩行者移動支援施策の目指すべき方向性や、

継続的なサービスの実現に向けたビジネスモデルについて議論されました。 

具体的には、目指すべき方向性として、ユニバーサル社会に向けて、誰もが

積極的に活動できるバリアフリー環境の構築をソフト施策の面から推進するた

め、ICT を活用した歩行者移動支援サービスの普及を図ることとし、当面の目標

及び今後のロードマップについて議論がなされました。 

また、継続的なサービスの実現に向けたビジネスモデルについては、課題と

方向性、歩行空間ネットワークデータの維持更新の仕組み、民間活力の活用、

サービスの普及に向けたガイドラインの作成について議論がなされました。 

 

第 6回勉強会の様子 

第 6回勉強会資料抜粋(目指すべき方向性) 



 

更に、国土交通省の事業の一環として実際に歩行者移動支援サービスを構築

し、継続してサービス提供している事例(京都地区、津和野地区)について紹介

しました。特に、京都地区についてはサービス提供事業者にも参加いただき、

ビジネスモデルや継続的な運営のための工夫などについてヒアリング及び意見

交換を行いました。 

 

 

 

 

なお、会議資料及び議事概要は、勉強会ホームページに掲載しています。 

 

【「ICT を活用した歩行者の移動支援に関する勉強会」ホームページ】 

http://www.mlit.go.jp/seisakutokatsu/soukou/seisakutokatsu_soukou_fr_0000

02.html 

 

【問い合わせ先】 

 国土交通省 政策統括官付 TEL:03-5253-8794 

 

第 6 回勉強会資料抜粋(京都地区の事例紹介) 


